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2016年11月22日　福島県沖地震の地震波形と津波波形

地震波形（上下動） 水圧波形（上下動）

第一波
沿岸からの
　反射波

日本海溝海底地震津波観測網(S-net)の整備

防災科学技術研究所により
・6海域に分けて整備を実施
・5海域については整備終了、試験運用開始
・1海域（海溝軸外側）敷設工事実施

日本海溝海底地震津波観測網(S-net)の整備

データ配信
・H28年5月 気象庁へ水圧計データの配信開始
・H28年8月 気象庁へ地震計データの配信開始

・海洋研究開発機構より防災科学技術研究所へDONETの移管
・各機関により得られた波形データを蓄積、
　防災科学技術研究所のホームページから公開

その他

S-net陸上局の外観
（鹿島陸上局）




